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１ １ 母子手帳の電子化について

（１）政府の制度見直しの方針について

２ 庁舎のシャッター開閉の時間について

（１）令和５年９月定例会での質問後の進捗について

３ 大規模広域防災拠点について

（１）県の説明会後、これからの市としての対応について

２ １ 避難所となる施設の老朽化対策・防災機能強化の推進

　について

（１）建築基準法に基づく施設の点検について

（２）バリアフリートイレについて

（３）避難所となるトイレについて

（４）中央公民館・地区公民館のトイレについて

２ 命を守る自動体外式除細動器（ＡＥＤ）について

（１）屋外設置に向けた取組について

（２）色付き三角巾の配備について

３ 認知症を発症しても安心して暮らせる社会づくりにつ

　いて

（１）認知症に対する正しい理解を深める広報活動の展開

について

（２）認知症の人への理解を深める体験教育について

（３）認知症のスクリーニングの推進について

３ １ 出産給付応援について

（１）五條市で１人出産するにあたり１００万円の給付に

ついて

２ 地域公共交通について

（１）令和５年６月定例会で質問した山間部の家に住む方

への対応について

３ 大規模広域防災拠点について

（１）市長のこれからの対応、考え方、地元への対応につ

いて

４ １ 公立小中学校のトイレの洋式化について

（１）現状について

（２）今後の取組について
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５ １ 大規模広域防災拠点について

（１）進捗について

（２）市としての今後の進め方について

６ １ 令和６年能登半島地震被害と防災対策の拡充について

（１）倒壊状況と耐震工事の拡充について

ア　工事の助成額を約５０万円から約１００万円にす

ることについて

イ　建築基準法改正前の旧耐震基準の住宅の割合につ

いて（五條市）

（２）被害者救出状況と救出体制の強化について

ア　複数機のヘリコプターが離発着できる大型ヘリポ

ートと重機の確保、消防署への配置について

（３）条件の整った避難所の拡充について

ア　公共及び民間の避難所状況について（五條市）

イ　仮設住宅の早急な建設を目指した対策について

（五條市）

（４）断水、停電、燃料不足の対策について

ア　県域水道一体化の危険性について

（５）住宅、産業再建支援と国への要請について

ア　全壊３００万円を半壊、一部損壊も含め６００万

円にすることについて

イ　産業の再建は現４分の３から全額支援にすること

について

２ 県知事のメガソーラー構想の危険性と県への要請につ

　いて

（１）雨量の流出はゴルフ場は６割、メガソーラーは９割

になり約１．５倍になることについて

（２）メガソーラーで発電した電力を送電した場合、電磁

波の被害があることについて

（３）資源エネルギー庁のガイドラインでは、地域との構

築を強調していることについて

（４）メガソーラーを中止し、耐震工事の補助額を１００

万円以上にし、令和６年能登半島地震で必要と考える

防災対策を県へ要請することについて

（５）大型ヘリポートや備蓄倉庫は必要だが、２，０００

メートル級滑走路や、国道１６８号バイパスは損壊す

るおそれがあり不必要について

７ １ 水道事業について

（１）県域水道一体化による未普及地域の解消について
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２ デジタル推進事業について

（１）現場業務の効率化とタブレットの導入について

３ 小中学校の環境改善対策について

（１）公立小中学校のトイレ洋式化改修工事について

４ 農林業の振興について

（１）農業の担い手不足と短期雇用宿泊施設の確保につ

いて

５ 大規模広域防災拠点整備事業について

（１）地元の理解が中心であり、整備を当初の計画どお

りにすることについて

６ 五條市西吉野きすみ館について

（１）休館中のきすみ館の今後について

７ 市長の公約について

（１）給食費の無償化について

（２）地域公共交通対策事業について

（３）新金剛トンネル建設について
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